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新しい年代に向かつて


寒さが日々厳しくなる今日この頃ですが、皆

療はいfj、がお過ごしでしょうか。今シーズンは

久し15¥りに雪が多くなりそうで、スキー好きの

方I~思わず顔がほころんでいるでレょうが、冬

が綴いな方にはつらい毎臼になりそうです。か

くさう私1cJ.スキーをしますが、それでなくても

正月にはやっぱり雲がなくては気分が出まぜん

し、ましてや、異常気象が騒がれている昨今で

<]刀、ら、 暖かいßIlã!Q)~去の向‘ニつ lζ雪が舞って

また、� 1980年代から叩年代にと西暦ま ぐち代盆

わりします。私の会長の任期ち、 叩王手の08総

会までとなり、あと学年ほどとなりまし乏が、

事務局の方々lこ頼ってばかりで、情けないなと

毘省しております。

会鈴 鹿川 目指 (S53毎庖制

今、地元08の悶で、現役部員の減少と、そ

れに伴うレベルの~下が非常に危倶されており

ます。いくら08会で楽Bil等を軍寄附し1疋しまし

ても、それを吹く務員がいなければなんにもな

りまゼん。かと言って08会に伺ができるか考

えてみましでも、これときったこ対策let思いあた

りまぜん。今の高綬生(こんな言い方をすると

自分ち年をE買ったと感じますが〉には、私達の

時代ほどの情然が無いよっiζ思います。中学校

きる光察です。c:1ω;l、なにか宣言lいるの� 

さ仁、 今毎leI:元主きが昭和乃、ら平成|ご盆わり、

でI豆、以前より活発な活劃が行われているらし

いでdが、めどが銃刀、ほいみ疋いです.現役あ

っての08会でdので、これは頭の痛い問題で

す。

とりとめの熱い内Eきでしたが、出磁のこ健援

と08会のさらなる発展を願っております。そ

れではこのあとの内容をお楽しみトさい。

吹奏楽人の夏 


育英の活軍で会社φ仕事にならない白が続い

ていましだが、その一方で今年乞吹奏楽コンク

ーJしが弓われましだ。

今年から東北大学吹奏楽部08会が活童書を鈴

め、� 08吹奏楽団として宮減県大会の巌終日、� 

8月208、一般の部に参加しました。課題泊8 

elEl3l1i1ej:r( フイランディア」 でしだが、合奏が

直前の38閣のみ、� 50人全員期つだ練習も全く

出来ないという状況でし疋ので、 完全な練習不

足。銀賞という結果に終わりましだ。

高 幡 車� ω隅 騨� 3 

1 08 J と i~~ぎっても、純砕な08は 3 割程

度、 4 きJI~大学院生、 2 割が現役、 残りは知人

友人の助っ人という構成です.ちなみに私は、

「助っ人」でした。

岩高の08演奏とコンクーjしと、 この夏はま

さに‘吹奏楽人の夏"で、大変充実した気分で

す。来年にはこれが満足になるよう、 これから

は大学の08バンドの隠湿の練習に参加しよう

かと思っています。� 
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顧問、会員各地で大活躍 〈岩手H纏より〉

今まま ま手間の造手B報誌上で、&li題 1こなっ 1こ 初49f三度へ51年度の3年間顧問をなさった、小

主主々 吹奏楽g歴代碩喝、 08会員を取り上げた 綜清司先生 〈宮古 E軍事宣伝〉と、 5月8日〈日〉旬

いと思います. の県南部威に、昭和42年度卒業の濁泊毒事男さん

ひとつは、 2月218C水)付の沿岸田版lこ、 昭 の記事です.

平成元年 Cl9回年)2月218 {火曜日} (1 2) 
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また、ここには渇薮でさまゼんでしたが、江 さらに、来年苔に俗、待望の江東欧奏楽団〈仮

刺市民合唱団が本王手結成され、指導に初代顧問 名)を、結成しようと、� 08会l1qJ'elになって

の菅野鑓男先竺(-~二高島殺崩〉、団長に昭至。 現在メンバーを努集しております.会員のgさ

54年度へ61~1J{~査で顧問をしていだだい疋、~ ん、これからもがんばって活重唱していって下さ

t毒利夫先生がなっており、来年2月48の県の t，¥. 

新杏コーラスコンサート〈雫石文化会館〉に向� 

1;て、猛練習@です。� 

寧民 平fL元年!l~期間 5月88 {月岨日} 
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OB会員 一 今日、この頃 〈定演返信 銀河より〉

.-佐 俊隆

交通事自� Eに遭い、仕事にも出られない状況です.

皆際乞隊に〈そして事彼等に乞〉気をつ� 17て、

仕事と音楽に� 1頑張って下さい。

・鎌田 礼子

長男の子供会行事と重なってしまい� 08会に出

席でさまtさん.f$盛会をお祈りいだしま~ .

・小沼原陽子

長男が� φーになりましだ.私11吹奏楽と出会つ

だま手令です.でも裁が子� lel音楽とは録がなく、

もっぱらスポーツに;干しています.

・沢口 調F江� 

7月29 ・ 30日に仲間20人程で、宮古に~ÐJのま見 

受駿生です。� lel式合に行きます.今年、長男E書事

2 4年前の白分逮と比べ、~あまりにちー笠懸命

勉強して、太変だなあと患います.

・鈴木 貫


今tjの2月から自分の家に住んでいます.


・及� JII!重紀子

毎年、 集� Sが届く震に08線冨に参加したいな

あと思うのですが、なかなか僚会がありま往� fu.

いつか是非…ー/� 

a三上 寛子� 

2、3王手前江索引を重句まつりを見て、すばらしく

成長した吹奏凝� 811をうらやましく思ったちので� 

1J. 

・初川ハツミ

子供会の役員宅ましており、 豆まつりの円とかさ

なってしまいました.とでち残念で孔

1:-しておりま11".・ 舘子因。� 
・篠山 手目白

子供述も大きくなつだので演奏会につ汽ていき

たいのですが:.(帰省するのは8月なのですJ
保母のU:þも続け、 毎臼にぎやかに~ごしてい

ます.・JII将伊保

先日、県民会館で市内の社会人バンド 3団~に

よるジョイントコンヲートを事くことができだ

のですが、高校時代を思い出して、ゆが涜われ

るような患いがしましだ.やっぱり、みんなで

のを合わ包て演奏するって、すばらしい事なん

ですね。

・高徳梅子�  

4才になる長女と 1 才の長男を保育~にあずけ

ての、共穆ぎです.夜動ちしていますので、毎

日が戦争のようです。

・重量筒志緒子

毎日、 2~になる女の子と一鎗に遊んでおりま

す.

・大和田ひろ子� 

6月に小金井市内ですが、 転思いだしましだ.

・後� E豪 華竜子

お忙しい申、お也醤いただきありがとうござい

ます.定演には行きたいと思っていましたので

今からとてち楽しみです.今年� I 写生の担任ct1

で、日本語の通じないきしさを� Eまわっています.

・信回みコ子

念願のマイ� m-llに入り3ッ月.舟線と子育て

にあ� 11くれるtOBです. 

.*回了子

昨年は10年ぶりに定演に汚かぜていただき、と

てち楽しいひとときをすごさぜていただきまし

た。在校生の皆僚のご健笥を自のあだりにし、

私ち苔い時のことを思い出して(反省ばかりで

しだが〉日々‘大切にしたいと思ったのですが、

くらしにばかり追われてまた� 1年がすぎてしま

いました.またe;s;挙(.-お余い出来るのを楽しみ� 

6才の長女が勿~U理で盛夏笛隊をやっており、小

文書査の練蓄に一生怒命です.家でr符に習ってct

もないのにピアノで色々と捜いています。首と

違って今の子 Ict!司でち~ぐマスターしてしまう

ので、 びっくりしていま~.

三上 恵子

ただ今、� 3人目の子似がまだお援に琶住� (7ヶ

月〉しております.

伊滋美智恵

今も市実バンドに入り、クラリネットを吹いて
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いg;90ぜひともヲ責務を待って参加しだいので

すが、� 8月68(白)1こ吹奏楽コンクール 〈小学

後3$)があり、娼婦をしなければなりま也ん.

・構図窟寅子

近くに住んでいても、なかなか皆さんとお遠い

する働会ちないまま、� 5到来沙i末しておりま"go

時々、石ぬブラスパンドのうわさをgに~るく

らいで、ここ10年あまり楽器に触れることも怨

く音楽にも迭のいてる次第です。

・後頭ゆりか

今年!et二世を誕生させる大仕事がひかえていま

すので、欠席さ� tきていただきます.

・氏.理恵子

畏い悶型自然沙;Aして@しわけございまt!ん.現

在、� 2才の女児の@綬です。

・竹相率緩

毎年、連絡をい疋だきながら、結局いっち匂lヲ

ずじまいにほって残念です。在藷申æì也~にな

った先磁の告さんとお自にかかり疋いので、是� 

'.elt井、訟に失写も連絡て

総持月江

近くに住んでいたら、必ずOB演奏に重要加しに

いのに……残念です.今f三こそ今年� ζ 芝と思い

つつ、この季節が過ぎて行きます.あの音凝宝

の伺んとちいえない空気をいつか必ず、吹いに

弓さだいデス.� 

S和川 !I!I栄

いまだにラッパ吹いています。

及川るみ子

....行く訳，，-1ヶ月なので、遥れて隠さ5怨がま疋� 寂しい.寂1，1fぎる.

ちいかず疑念で~-. 

..縄洛;:;
今年ちこの集蜜が届き、ああ堕が来たんだなと

しみじみ感じております.自分にとってー醤の� 

“豆の鼠物Bずですo rウソ、J3めピア刀ーデ

ンだっけじゃ.1J (仙台支部長-滋)・8山公爾

今ffl芯久しぶりに吹いてみることにしました.

及JII 道子

毎月、月ヌはとて乞いそがしくて、本当に銭怠

です. 8月に入ってからすぐ一週匂l志望係みに

入るので自宅に帰れるんで司f1 1......0

-笹鉾 司自子

引~しましだ.

・熊谷礼子

毎年楽しみにしている定演� lこ出席でさないのが

とても残念です.

新村真由美

昨年6月結婦して、今lel一男のE量規として、元

気で嘗しております.

・菊池美幸

現在夜間部の学絞に通いほから俄いています.

いろいろつらい事があっ疋崎、ブラスパンド� 53
だっ疋頃の事を思い出-gとなぜか"力"が乃い

てきます。岩高ブラスパンド郡� lel永遠の活力で

す.

佐自義 琴江

週2iJ奇聞の音楽の綬糞に尽を傾lヲながら、その

震にプラスパンドT:過にした81司の事告懐かし

く思い出しています.

高編夕美子

仙台に来て� 1年になりなした.すっかり慣れて

ヌレ〈生活レています.

山崎千住

最1iゴルフを治めまして、乙マをみつ� ηてfel絞

芭渇に還っています.しかしま疋一度ちグリー

ンに出たこと1;;:ありまむん.こちらに帰ってき

たら"絶対"グリーンに出るぞと患っています.

及川説子

守コ1J、りI吹奏楽から綴れてしまった令円ζの頃� 

ttっかく買った療器ち現役の反人仁貸す治末，

事白山~妻子

縁浜!号で!ii Bいそがしく係みちとれない状況で

すo 8月15日の成人式に� I三帰省できると患いま

す.

菅原久美子

知らぜか窟い定時すごく~しかった.定演は甥

さに行きたいんですが、どうしてそう行けはくて

すごく強念です。� 
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コンクールを聴いて現役に思う 


空軍念としかきえない.ここ叡ま革、省高 lël~~た

楽コンクール岩手県大会に出潟できず、出喝し

ても良い成績をとることができないでいる.今

年ち予選~ちとは、非常に残念としかきいよう

がない.� 

b手県l手東北のゆでを5吹奏楽レベルの億い県

である.ここでいう「レベルJと1、6

1 .吹奏家人口の少なさ.
 
2、後術力(テクニック〉のなさ.


的知鴎の不足.量美、音3
それでち、ここ� 2、3年、全県でのレベル1e1.、

私が現役の頃に鍍べると、 その高さには、 湾く

ものがある.

先日もち手県大会に、行ったのだが、 そのす

ばらしい演奏力には、 懸のさえしてしまう.aI 
悶-jSのようにAクラスでも適用する曹を符ち

ながらも、� 8クラスで出渇するとは、ずいぶん

と人をパカにした同ものだとも、思ったりもし

だ.迄湾1;:なぜ鈎びないのかつ.この疑問を老

お 知

《今後の吹奏楽部と08会の行事予定》� 

1月� 7白 ?ンサンプルコツテヌト包江池区大

会 (担江也区勤労者寂育叉iじゼンター)� 

1月141::1 )JジサンフルコンテストE苦手県ス会

〈会喝示定〉� 

1月14臼� 08会鎖写会慣家� 

2月78 予陵会� 

主主祭l$78月3

3月24目 指径主主

編 集� 

10月発行のlelずの会殺が、今日までおくれて

しまいまして.厳に@し分11ありま包んでし疋.� 

にしたため、a、議也る望号事者証聞の発jj!の件O'R

おくれたのでvが、結局まだ、発足に至ってお

りまt!ん.皆さまごtA刀のほどお願いしeJ;cf. 

今年lみ江刺でも「最重Jという叉滋Jt団や

高 幡� a • (S51.庫副

えてみた.

生徒達I奈穏を吹くのほおちしろいと言う.ef.

演奏ではない.音楽を創る上での、 基本的なち

の〈楽自習を吹くこと)Ief.できる。琶Ief.出すこと

ができる.でIef.rpンワンブルJはどうであろ

うか? 声に出して取ってみようともしない。

まだ琶を合わ官るおもしろさを知らないのだろ

うか?。 楽書きを吹く喜びがわかったら、 それを

演奏に結びつげていってちらいたいの疋が.そ

のためにはいろいろ怨飽を聡いて (ジャンルを

筒わず〉定議を得、それにより自分の釆黙さを

知り、当理吉に凋を出してもらいといのだ.別に

コンクールで貨をとるだげが、 すべてとは怠わ

ない.しかし、鍔力1忘れないでもらいだいとe1.

思う.� 

12月26日3時30分.メンデルスゾーンのづ?イ

オリン路奏白、第� H誕阜、フフンタツテをEきさな

がら.

り
・セ

せ

《元年度08会費納入について》� 

08会員の皆慌に1e1.、08会費として年問、� 

1.000円納入頂いてのりますが、直媛事務局へ

お支仏いできない乃は、� f司刻の払込通知禁で、

<I'S近くの郵便局へお綴り込み下さい.

なお、 払入遅刻療のつラ面は、通信網になって

おります.近況や情報、そして住所の変更など

なんでも事務局の万ヘ、およぜ下さい.

後 記

東京フィ� JしJ¥ーモ二一交.獄図のlifi察会があり

まして、伺もない立刺11'弓少しずつ~りつつあ

ります。来年早々も� r，.5、るさとキャラパンJの

ミコージ刀jしがあり忌すし、吹奏凝固ち江刻の

叉Itf弓のためになればと思うしだいです.
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